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近
年
の
日
本
映
画
の
状
況
の
特
徴
と
し
て
、
世
界
的
な
傾
向
で
あ

る
映
画
の
製
作
に
お
い
て
の
ボ
ー
ダ
ー
レ
ス
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と

が
挙
げ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
ア
ー
ト
系
映
画
が
世
界
的
に
厳
し
く
な

る
な
か
、
映
画
祭
を
は
じ
め
と
し
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
フ
ァ
ン
ド
が
ア

ジ
ア
の
ア
ー
ト
系
映
画
を
支
援
す
る
と
い
う
構
図
が
目
立
ち
、
合
作

映
画
が
増
え
て
い
る
。
日
本
国
内
で
も
、
ま
だ
ま
だ
欧
米
に
目
を
向

け
る
人
も
多
い
が
、
ア
ジ
ア
、
特
に
東
南
ア
ジ
ア
に
目
を
向
け
る
映

画
人
が
出
て
い
る
。
欧
米
よ
り
も
安
い
旅
費
で
行
け
る
し
、
英
語
が

通
じ
る
地
域
が
多
い
し
、
製
作
費
も
安
く
あ
が
る
。
そ
う
い
っ
た
実

利
的
な
こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う
が
、
ア
ジ
ア
に
目
を
向
け
れ
ば
自
然
と

向
き
合
わ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
、
日
本
が
ア
ジ
ア
に
残
し
た
負
の
遺

産
に
若
い
世
代
が
き
ち
ん
と
向
き
合
お
う
と
し
て
い
る
こ
と
は
単
純

に
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。
逆
に
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
か
ら
、
ア
ジ

ア
か
ら
日
本
へ
の
越
境
も
増
え
て
い
る
。
ア
ジ
ア
で
あ
る
こ
と
を
自

覚
し
た
日
本
映
画
、
ア
ジ
ア
と
繋
が
り
を
持
つ
日
本
映
画
が
今
、

い
っ
た
い
ど
う
い
う
状
況
に
な
っ
て
い
る
の
か
模
索
す
る
こ
と
が
こ

の
論
の
目
的
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
さ
っ
そ
く
具
体
的
な
映
画
作
家
、
作
品
を
見
て
い
こ

う
。
日
本
か
ら
ア
ジ
ア
へ
、
ア
ジ
ア
か
ら
日
本
へ
。
二
つ
の
越
境
に

よ
り
多
様
な
国
籍
や
人
種
が
入
り
混
じ
る
製
作
の
現
場
か
ら
、
ど
の

よ
う
に
「
混
成
ア
ジ
ア
映
画
」
と
し
て
の
日
本
映
画
が
立
ち
上
が
っ

て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

日
本
か
ら
ア
ジ
ア
へ

―
―
ア
ジ
ア
を
舞
台
と
し
た
作
品
を
作
る
日
本
人
監
督

ま
ず
移
民
を
テ
ー
マ
の
一
つ
と
し
て
製
作
し
た
『
サ
ウ
ダ
ー
ヂ
』

で
ブ
レ
イ
ク
し
た
空
族
が
挙
げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
空
族
の
脚
本
家
で

も
あ
る
相
澤
虎
之
助
は
、
バ
ッ
ク
パ
ッ
カ
ー
と
し
て
東
南
ア
ジ
ア
を

回
っ
て
い
た
学
生
時
代
か
ら
ア
ジ
ア
、
特
に
東
南
ア
ジ
ア
の
歴
史
に

興
味
を
持
ち
、
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
し
て
バ
ビ
ロ
ン
シ
リ
ー
ズ
を
製
作

し
て
い
る
。
別
名
「
ア
ジ
ア
裏
経
済
シ
リ
ー
ズ
」
と
も
言
い
、
ま
だ

二
作
目
ま
で
し
か
完
成
し
て
い
な
い
が
、
三
部
作
と
し
て
「
麻
薬
」

る
。『
歓
待
』『
サ
ウ
ダ
ー
ヂ
』
に
も
思
う
よ
う
に
言
葉
が
通
じ
な
い

状
況
が
描
か
れ
て
い
た
が
、『BA

D
 FILM

』
で
は
多
言
語
状
況
が

い
っ
そ
う
推
し
進
め
ら
れ
て
お
り
、「
神
風
」
と
「
白
虎
幇
」
の
メ

ン
バ
ー
は
大
半
が
自
分
た
ち
の
こ
と
ば
し
か
理
解
し
な
い
。
そ
こ

で
、
相
手
に
言
い
が
か
り
を
つ
け
る
に
も
交
渉
す
る
に
も
通
訳
の
存

在
が
欠
か
せ
な
い
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
両
チ
ー
ム
を
つ
な
ぐ
パ
イ

プ
役
と
な
っ
て
し
か
る
べ
き
二
人
の
通
訳
が
、
実
は
も
っ
と
も
激
し

く
対
立
を
望
ん
で
い
る
の
だ
。
コ
イ
ン
ラ
ン
ド
リ
ー
で
通
訳
ど
う
し

が
会
話
す
る
場
面
で
、「
神
風
」
の
日
本
人
通
訳
は
「
お
前
た
ち
漢

民
族
を
憎
ん
で
る
」「
じ
ゃ
あ
帰
っ
た
ら
？　

そ
ん
な
ご
大
層
な
国

な
ら
。
何
で
日
本
に
来
た
の
か
ね
」
と
吐
き
捨
て
る
。「
白
虎
幇
」

の
中
国
人
通
訳
は
「
い
い
質
問
だ
ね
」
と
受
け
流
し
、「
中
国
人
は

日
本
も
中
国
だ
と
思
っ
て
ん
だ
な
あ
」
と
言
っ
て
立
ち
去
る
。
こ
の

二
人
は
、
対
立
を
煽
る
と
い
う
点
で
は
意
見
が
一
致
し
、
恋
人
ど
う

し
で
あ
る
日
本
と
中
国
の
少
女
が
互
い
に
相
手
チ
ー
ム
に
よ
っ
て
殺

さ
れ
死
体
を
送
り
つ
け
ら
れ
た
よ
う
に
偽
装
す
る
。

互
い
の
こ
と
ば
を
学
ぶ
こ
と
は
相
手
を
理
解
す
る
こ
と
に
つ
な
が

る
、
と
外
国
語
教
育
の
場
で
は
よ
く
口
に
さ
れ
る
が
、
こ
の
映
画
で

は
相
手
の
こ
と
ば
を
全
く
解
さ
な
い
少
女
た
ち
が
固
い
愛
情
で
結
ば

れ
る
一
方
、
互
い
の
言
語
に
精
通
し
た
通
訳
が
憎
悪
を
煽
る
と
い
う

点
で
痛
烈
な
皮
肉
に
な
っ
て
い
る
と
も
受
け
と
め
ら
れ
る
。

右
に
挙
げ
た
三
本
の
映
画
は
い
ず
れ
も
、
相
手
を
理
解
す
れ
ば
憎

悪
は
消
え
る
と
し
て
異
文
化
学
習
や
外
国
人
と
の
交
流
を
勧
め
る
こ

と
を
主
眼
と
す
る
よ
う
な
作
品
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
理
解
で
き
る

相
手
だ
か
ら
仲
間
と
し
て
見
な
す
と
か
、
理
解
で
き
な
い
他
者
で
あ

れ
ば
排
除
の
対
象
に
な
る
と
い
っ
た
前
提
そ
の
も
の
を
覆
す
作
品
で

あ
る
と
い
う
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。
理
解
で
き
よ
う
が
で
き
ま
い

が
、
他
者
は
自
分
の
生
活
圏
内
に
存
在
し
て
お
り
、
さ
ら
に
は
自
分

も
見
方
を
変
え
れ
ば
他
者
と
し
て
切
り
捨
て
ら
れ
る
対
象
に
な
ら
な

い
と
も
限
ら
な
い
。
そ
う
い
っ
た
不
透
明
な
社
会
の
様
相
が
反
映
さ

れ
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

映
画
リ
ス
ト

『BA
D

 FILM

』…
…
①BA

D
 FILM

、
②
園
子
温
、
③
二
〇
一
二
年
、

④
日
本
、
⑤
日
本
語
、
中
国
語
、
広
東
語
、
⑥
カ
ナ
ザ
ワ
映
画
祭

2012X
X

X

（
二
〇
一
二
）、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
販
売
（『
園
子
温
監
督
初
期
作
品
集

D
V

D
-BO

X

』
所
収
）。

『
歓
待
』…
…
①
歓
待
／hospitalite

、
②
深
田
晃
司
、
③
二
〇
一
〇
年
、

④
日
本
、
⑤
日
本
語
、
英
語
、
⑥
劇
場
公
開
（
二
〇
一
一
）、
Ｄ
Ｖ
Ｄ

販
売
。

『
サ
ウ
ダ
ー
ヂ
』…
…
①
サ
ウ
ダ
ー
ヂ
、
②
富
田
克
也
、
③
二
〇
一
一
年
、

④
日
本
、
⑤
日
本
語
、
タ
イ
語
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
、
⑥
劇
場
公
開
（
二

〇
一
一
）。

著
者
紹
介

一
二
五
頁
に
掲
載
。

混成アジア映画としての
日本映画

夏目深雪

【日本】
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ク
・
レ
イ
ン
』
の
よ
う
に
日
本
の
異
国
情
緒
を
強
調
し
、
ア
メ
リ
カ

映
画
が
日
本
を
舞
台
に
し
た
だ
け
と
い
っ
た
も
の
が
多
か
っ
た
。
今

か
ら
取
り
上
げ
る
作
品
が
新
し
い
の
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
で
ア
ジ

ア
の
監
督
が
日
本
で
映
画
を
撮
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
自
体

も
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
日
本
が
資
本
を
提
供
し
て
い
る
日
本
映
画
か
合

作
映
画
で
あ
る
こ
と
が
多
く
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
日
本
を
想
定
し
て
い

る
こ
と
も
あ
っ
て
か
、
日
本
人
俳
優
を
起
用
し
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。

時
代
順
に
紹
介
し
て
い
こ
う
。
ま
ず
は
ト
ラ
ン
・
ア
ン
・
ユ
ン
の

『
ノ
ル
ウ
ェ
イ
の
森
』。
一
二
歳
の
時
か
ら
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
を
逃
れ
る

た
め
フ
ラ
ン
ス
在
住
だ
っ
た
ト
ラ
ン
は
も
と
も
と
越
境
者
で
あ
り
、

地
域
性
を
厳
密
に
再
現
す
る
こ
と
に
は
興
味
が
な
か
っ
た
節
が
あ
る

が
、
村
上
春
樹
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
を
映
画
化
し
た
『
ノ
ル
ウ
ェ
イ
の

森
』
で
も
大
胆
な
演
出
を
し
て
い
る
。
ま
ず
、
こ
の
映
画
で
は
ト
ラ

ン
が
日
本
人
俳
優
の
起
用
を
希
望
し
、
全
員
日
本
人
俳
優
が
演
じ
て

い
る
。
そ
の
意
味
で
は
日
本
人
に
と
っ
て
違
和
感
が
少
な
い
は
ず
で

あ
る
の
に
、
妻
で
女
優
で
も
あ
る
ト
ラ
ン
・
ア
ン
・
イ
エ
ン
・
ケ
ー

の
仕
事
で
あ
る
ベ
ト
ナ
ム
風
の
室
内
装
飾
、
リ
ー
・
ピ
ン
ビ
ン
の
カ

メ
ラ
ワ
ー
ク
な
ど
に
よ
り
、「
ど
こ
で
も
な
い
」
風
景
が
広
が
っ
て

い
る
と
い
う
印
象
が
強
い
。
台
詞
も
小
説
の
台
詞
を
そ
の
ま
ま
喋
っ

て
い
る
（
こ
れ
は
主
演
の
松
山
ケ
ン
イ
チ
の
希
望
だ
っ
た
と
い
う
）

の
で
生
硬
で
、
日
本
人
に
と
っ
て
は
違
和
感
が
残
る
も
の
と
な
っ
て

い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
が
小
説
世
界
の
特
異
性
を
表
す
の
に
結
果
的

に
役
立
っ
て
い
る
と
も
言
え
る
の
だ
。
登
場
人
物
の
浮
遊
感
は
際

立
っ
た
も
の
で
あ
り
、「
今
ど
こ
に
い
る
の
？
」
と
緑
に
問
わ
れ
て

主
人
公
が
所
在
無
げ
に
辺
り
を
見
回
す
ラ
ス
ト
シ
ー
ン
が
文
学
的
な

意
匠
に
と
ど
ま
ら
ず
圧
倒
的
な
リ
ア
リ
テ
ィ
を
持
っ
て
い
る
。

次
に
ア
ッ
バ
ス
・
キ
ア
ロ
ス
タ
ミ
の
『
ラ
イ
ク
・
サ
ム
ワ
ン
・
イ

ン
・
ラ
ブ
』
を
紹
介
し
よ
う
。
イ
ラ
ン
で
は
二
〇
〇
五
年
の
ア
フ
マ

デ
ィ
ネ
ジ
ャ
ド
大
統
領
選
出
後
、
検
閲
の
問
題
が
頻
出
す
る
よ
う
に

な
っ
て
い
た
。
こ
の
頃
か
ら
モ
フ
セ
ン
・
マ
フ
マ
ル
バ
フ
に
代
表
さ

れ
る
よ
う
に
、
自
主
的
に
イ
ラ
ン
を
離
れ
、
国
外
に
拠
点
を
置
く
作

家
が
出
て
く
る
。
つ
い
に
二
〇
一
〇
年
春
に
ジ
ャ
フ
ァ
ー
ル
・
パ
ナ

ヒ
と
モ
ハ
マ
ド
・
ラ
ス
ロ
フ
が
反
政
府
的
な
映
画
を
準
備
し
た
容
疑

で
逮
捕
さ
れ
、
同
年
末
に
有
罪
判
決
が
言
い
渡
さ
れ
る
と
い
う
事
件

が
起
き
た
。
そ
ん
な
状
況
も
あ
っ
て
か
、
あ
の
巨
匠
、
キ
ア
ロ
ス
タ

ミ
が
日
本
で
映
画
を
撮
る
と
い
う
快
挙
が
成
し
遂
げ
ら
れ
た
。

『
ラ
イ
ク
・
サ
ム
ワ
ン
・
イ
ン
・
ラ
ブ
』
は
日
本
と
フ
ラ
ン
ス
の
合

作
で
、
俳
優
は
全
て
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
で
選
び
、
製
作
費
の
う
ち
五

〇
〇
万
円
あ
ま
り
を
日
本
で
の
ク
ラ
ウ
ド
・
フ
ァ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
で

集
め
た
こ
と
も
話
題
と
な
っ
た
。
八
四
歳
の
元
大
学
教
授
・
タ
カ
シ

は
デ
ー
ト
ク
ラ
ブ
を
通
じ
て
女
子
大
生
の
明
子
を
家
に
呼
ぶ
。
し
か

し
明
子
の
恋
人
で
嫉
妬
深
い
ノ
リ
ア
キ
が
二
人
が
車
に
同
乗
し
て
い

る
と
こ
ろ
を
目
撃
し
、
物
語
は
思
わ
ぬ
方
向
に
転
ん
で
い
く
…
…
。

話
は
単
純
な
の
だ
が
、
こ
の
映
画
は
キ
ア
ロ
ス
タ
ミ
の
手
練
れ
の
技

術
に
よ
っ
て
、
非
常
に
面
白
い
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
ま
ず
、
外
国

人
が
日
本
人
を
撮
っ
た
映
画
を
日
本
人
が
観
る
場
合
、
自
然
と
あ
ら

「
戦
争
」「
売
春
」
を
順
に
テ
ー
マ
に
す
る
と
言
う
。
一
作
目
『
花
物

語
バ
ビ
ロ
ン
』
で
は
、
タ
イ
の
日
本
人
旅
行
者
を
映
し
た
フ
ィ
ル
ム

映
像
に
モ
ン
族
の
ア
ヘ
ン
に
ま
つ
わ
る
歴
史
に
つ
い
て
の
字
幕
が
挿

入
さ
れ
る
（
写
真
）。
二
作
目
『
バ
ビ
ロ
ン
２
―
―T

H
E O

ZA
W

A

―
―
』
で
は
、
日
本
か
ら
ベ
ト
ナ
ム
に
逃
げ
て
き
た
男
が
「
自
称
〝
革

命
家
〟」
の
怪
し
い
男
と
出
会
い
、
い
つ
し
か
ベ
ト
ナ
ム
の
戦
場
に
紛

れ
込
む
。
空
族
の
富
田
克
也
作
品
と
し
て
も
、
売
れ
な
い
役
者
が
バ

ン
コ
ク
を
訪
れ
、
そ
こ
で
出
会
っ
た
二
人
の
女
性
と
タ
イ
北
部
の
町

チ
ェ
ン
ラ
イ
を
目
指
す
ロ
ー
ド
ム
ー
ビ
ー
の
短
編
『
チ
ェ
ン
ラ
イ
の

娘
』
と
い
う
作
品
が
あ
る
。
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
で
は
、
二
〇
〇
五

年
よ
り
バ
ン
コ
ク
を
拠
点
に
テ
レ
ビ
番
組
の
取
材
と
並
行
し
て
、
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
、
タ
イ
・
ビ
ル
マ
国
境
付
近
に
い
る
日
本
未
帰
還
兵
の

取
材
を
始
め
、『
花
と
兵
隊
』
と
し
て
ま
と
め
た
松
林
要
樹
が
い
る
。

こ
う
書
い
た
だ
け
で
も
、
ま
だ
三
十
代
の
相
澤
、
富
田
、
松
林
が

ア
ジ
ア
の
（
日
本
も
も
ち
ろ
ん
莫
大
な
負
の
遺
産
を
残
し
て
い
る
）

血
塗
ら
れ
た
歴
史
お
よ
び
現
在
の
問
題
点
に
真
正
面
か
ら
向
き
合
お

う
と
し
て
い
る
の
が
わ
か
る
だ
ろ
う
。『
バ
ビ
ロ
ン
２
―
―T

H
E 

O
ZA

W
A

―
―
』
で
は
、
幼
い
現
地
の
娼
婦
を
欧
米
人
と
お
ぼ
し
き

男
性
が
連
れ
て
い
る
映
像
が
出
て
く
る
。
松
林
も
、
か
ら
ゆ
き
さ
ん

に
関
す
る
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
を
観
た
こ
と
が
記
録
映
画
の
世
界
に

進
む
き
っ
か
け
だ
っ
た
と
言
う
。
ア
ジ
ア
で
映
画
を
撮
っ
た
監
督
と

し
て
は
柳
町
光
男
や
池
谷
薫
な
ど
先
人
が
い
な
い
わ
け
で
は
な
い

が
、
ま
だ
若
い
イ
ン
デ
ィ
ー
ズ
の
映
画
作
家
で
あ
る
彼
ら
は
、
必
要

で
あ
れ
ば
ア
ジ
ア
に
長
期
滞
在
し
、
現
地
に
溶
け
込
む
フ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
軽
さ
が
身
上
で
あ
り
、
そ
れ
が
作
風
の
自
由
さ
や
一
貫
性
に
繋

が
り
少
な
く
な
い
固
定
フ
ァ
ン
を
獲
得
し
て
い
る
。
特
に
空
族
の
相

澤
と
富
田
が
作
る
作
品
は
、
日
本
人
が
ア
ジ
ア
を
訪
ね
る
と
い
う
設

定
の
多
さ
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
常
に
「
ア
ジ
ア
／
日
本
」
の
二
項

対
立
を
問
題
意
識
と
し
て
持
ち
、
日
本
に
対
し
て
の
風
刺
を
込
め
て

い
る
。
し
か
し
そ
う
い
っ
た
テ
ー
マ
の
わ
り
に
生
真
面
目
に
な
り
過

ぎ
ず
、
東
南
ア
ジ
ア
に
は
ま
っ
た
こ
と
が
あ
る
人
な
ら
覚
え
が
あ
る

で
あ
ろ
う
、
そ
の
麻
薬
的
な
魅
力
を
十
二
分
に
表
し
て
い
る
。

ア
ジ
ア
か
ら
日
本
へ

―
―
日
本
を
舞
台
に
作
品
を
作
る
外
国
人
監
督

日
本
を
舞
台
に
し
た
外
国
映
画
は
昔
か
ら
あ
っ
た
が
、『
ブ
ラ
ッ

写真　『花物語バビロン』より
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映
画
リ
ス
ト

『
Ｃ
Ｕ
Ｔ
』…
…
①
Ｃ
Ｕ
Ｔ
、
②
ア
ミ
ー
ル
・
ナ
デ
リ
、
③
二
〇
一
一
年
、

④
日
本
、
⑤
日
本
語
、
⑥
劇
場
公
開
（
二
〇
一
一
）、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
販
売
。

『
サ
ウ
ダ
ー
ヂ
』…
…
①
サ
ウ
ダ
ー
ヂ
、
②
富
田
克
也
、
③
二
〇
一
一
年
、

④
日
本
、
⑤
日
本
語
、
タ
イ
語
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
、
⑥
劇
場
公
開
（
二

〇
一
一
）。

『
チ
ェ
ン
ラ
イ
の
娘
』…
…
①
チ
ェ
ン
ラ
イ
の
娘
（
オ
ム
ニ
バ
ス
作
品
『
同

じ
星
の
下
、
そ
れ
ぞ
れ
の
夜
』
内
）、
②
富
田
克
也
、
③
二
〇
一
二
年
、

④
日
本
、
⑤
日
本
語
、
タ
イ
語
、
⑥
劇
場
公
開
（
二
〇
一
三
）。

『
ノ
ル
ウ
ェ
イ
の
森
』…
…
①
ノ
ル
ウ
ェ
イ
の
森
、
②
ト
ラ
ン
・
ア
ン
・
ユ

ン
、
③
二
〇
一
〇
年
、
④
日
本
、
⑤
日
本
語
、
⑥
劇
場
公
開
（
二
〇
一

〇
）、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
販
売
。

『
花
と
兵
隊
』…
…
①
花
と
兵
隊
、
②
松
林
要
樹
、
③
二
〇
〇
九
年
、
④
日

本
、⑤
日
本
語
、ビ
ル
マ
語
、タ
イ
語
ほ
か
、⑥
劇
場
公
開（
二
〇
〇
九
）。

『
花
物
語
バ
ビ
ロ
ン
』…
…
①
花
物
語
バ
ビ
ロ
ン
、
②
相
澤
虎
之
助
、
③
一

九
九
七
年
、
④
日
本
、
⑤
日
本
語
、
英
語
、
タ
イ
語
、
⑥
爆
音
映
画

祭
、
ア
ッ
プ
リ
ン
ク
に
て
特
集
上
映
等
。

『
バ
ビ
ロ
ン
２
―
―T

H
E O

ZA
W

A

―
―
』…
…
①
バ
ビ
ロ
ン
２
―
―

T
H

E O
ZA

W
A

―
―
、
②
相
澤
虎
之
助
、
③
二
〇
一
二
年
、
④
日
本
、

⑤
日
本
語
、
英
語
、
ベ
ト
ナ
ム
語
、
⑥
劇
場
公
開
（
二
〇
一
二
）。

『
ブ
ラ
ッ
ク
・
レ
イ
ン
』…
…
①Black Rain

、
②
リ
ド
リ
ー
・
ス
コ
ッ

ト
、
③
一
九
八
九
年
、
④
ア
メ
リ
カ
、
⑤
英
語
、
日
本
語
、
⑥
劇
場
公

開
（
一
九
八
九
）、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
販
売
。

『
ラ
イ
ク
・
サ
ム
ワ
ン
・
イ
ン
・
ラ
ブ
』…
…
①Like Som

eone in Love

、

②
ア
ッ
バ
ス
・
キ
ア
ロ
ス
タ
ミ
、
③
二
〇
一
二
年
、
④
日
本
、
フ
ラ
ン

ス
、
⑤
日
本
語
、
⑥
劇
場
公
開
（
二
〇
一
二
）。

著
者
紹
介

①
氏
名
…
…
夏
目
深
雪
（
な
つ
め
・
み
ゆ
き
）。

②
所
属
・
職
名
…
…
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
。

③
生
年
・
出
身
地
…
…
静
岡
県
。

④
専
門
分
野
・
地
域
…
…
映
画
・
演
劇
、
地
域
は
最
近
ア
ジ
ア
映
画
の
仕

事
が
多
い
が
元
々
は
あ
ま
り
こ
だ
わ
っ
て
い
な
い
。

⑤
学
歴
…
…
明
治
学
院
大
学
文
学
部
フ
ラ
ン
ス
文
学
科
卒
。

⑥
職
歴
…
…
大
学
卒
業
後
、
出
版
社
で
編
集
・
制
作
な
ど
に
四
年
ほ
ど
従

事
、
そ
の
後
も
編
集
・
執
筆
・
校
正
な
ど
に
携
わ
る
。
共
著
書
『
ゼ
ロ

年
代
ア
メ
リ
カ
映
画
一
〇
〇
』（
芸
術
新
聞
社
）、
共
編
書
『
ア
ジ
ア
映

画
の
森　

新
世
紀
の
映
画
地
図
』（
作
品
社
）。

⑦
現
地
滞
在
経
験
…
…
二
六
歳
か
ら
一
年
間
フ
ラ
ン
ス
・
パ
リ
に
私
費
留

学
。
フ
ラ
ン
ス
語
を
勉
強
し
直
し
な
が
ら
シ
ネ
フ
ィ
ル
生
活
を
送
る
。

⑩
研
究
上
の
画
期
…
…
三
・
一
一
。
九
・
一
一
か
ら
三
・
一
一
へ
と
、
世
界
は

私
に
映
画
を
嫌
わ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
た
。
繰
り
返
し
流
さ

れ
た
津
波
の
映
像
も
、
そ
の
後
の
原
発
事
故
の
ゴ
タ
ゴ
タ
も
、
私
に
は
何
故

か
映
画
そ
の
も
の
の
よ
う
に
思
え
た
。
そ
こ
か
ら
ア
ジ
ア
映
画
研
究
と
演
劇

鑑
賞
に
の
め
り
込
む
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
が
結
果
は
ま
だ
出
て
い
な
い
。

⑪
推
薦
図
書
…
…
共
編
書
『
ア
ジ
ア
映
画
の
森　

新
世
紀
の
映
画
地
図
』

（
作
品
社
、
二
〇
一
二
年
）。
ア
ジ
ア
映
画
の
バ
イ
ブ
ル
と
し
て
家
に
一

冊
置
い
て
ほ
し
い
。

⑫
推
薦
す
る
映
画
作
品
…
…『
ラ
イ
ク
・
サ
ム
ワ
ン
・
イ
ン
・
ラ
ブ
』（
ア
ッ

バ
ス
・
キ
ア
ロ
ス
タ
ミ
監
督
、
二
〇
一
二
年
、
日
本
・
フ
ラ
ン
ス
）。
今

の
日
本
へ
の
挑
戦
。

捜
し
を
し
な
が
ら
観
る
と
思
う
の
だ
が
、
こ
の
映
画
で
は
「
元
大
学

教
授
の
老
人
」「
尻
の
軽
い
女
子
大
生
」「
嫉
妬
深
く
粗
野
な
男
」
そ

れ
ぞ
れ
の
登
場
人
物
の
情
報
は
極
力
抑
え
ら
れ
る
。
明
子
が
ノ
リ
ア

キ
の
嫉
妬
に
苦
し
め
ら
れ
て
い
る
情
報
が
与
え
ら
れ
る
く
ら
い
で
、

観
客
も
タ
カ
シ
と
一
緒
に
初
め
て
明
子
に
、
そ
し
て
ノ
リ
ア
キ
に
逢

う
。
観
客
は
自
然
と
登
場
人
物
と
シ
ン
ク
ロ
す
る
。
さ
ら
に
撮
影

中
、
脚
本
は
俳
優
に
そ
の
日
の
分
し
か
渡
さ
れ
な
い
と
い
う
撮
影
方

法
か
ら
、
俳
優
＝
登
場
人
物
＝
観
客
の
三
者
が
シ
ン
ク
ロ
す
る
。
そ

れ
ぞ
れ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
は
日
本
の
初
老
男
性
の
ム
ッ
ツ
リ
助
平

さ
、
若
い
女
性
の
し
た
た
か
な
愚
か
さ
、
ガ
テ
ン
系
の
若
い
男
の
苛

立
ち
な
ど
、
日
本
社
会
の
特
徴
が
的
確
に
反
映
さ
れ
て
い
る
の
で
、

ノ
リ
ア
キ
が
唐
突
に
車
中
の
タ
カ
シ
に
話
し
か
け
る
た
だ
そ
れ
だ
け

の
シ
ー
ン
に
、
思
わ
ぬ
劇
的
さ
が
起
生
す
る
。
観
客
自
身
が
映
画
の

中
で
登
場
人
物
と
な
っ
て
体
験
し
て
い
る
よ
う
な
臨
場
感
が
あ
り
、

か
つ
日
本
人
も
、
日
本
を
風
刺
的
に
外
か
ら
観
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
な
、
刺
激
的
な
「
日
本
映
画
」
と
な
っ
て
い
る
。

故
国
を
離
れ
て
各
国
で
映
画
を
撮
っ
て
い
る
二
人
の
巨
匠
の
「
日

本
映
画
」
を
見
て
み
た
。
日
本
を
異
化
し
「
ど
こ
で
も
な
い
場
所
」

を
立
ち
上
げ
て
し
ま
う
ト
ラ
ン
・
ア
ン
・
ユ
ン
、
戯
画
化
さ
れ
た
舞

台
＝
日
本
を
登
場
人
物
＝
俳
優
＝
観
客
の
三
位
一
体
が
冒
険
す
る
と

い
っ
た
体
の
『
ラ
イ
ク
・
サ
ム
ワ
ン
・
イ
ン
・
ラ
ブ
』。
そ
れ
ぞ
れ

さ
ま
ざ
ま
な
理
由
で
国
を
追
わ
れ
た
（
あ
る
い
は
自
ら
捨
て
た
）
彼

ら
だ
か
ら
こ
そ
の
ワ
ク
ワ
ク
す
る
よ
う
な
冒
険
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
他
に
も
外
国
人
が
日
本
で
撮
っ
た
作
品
と
し
て
は
ア
ミ
ー
ル
・

ナ
デ
リ
（
イ
ラ
ン
）
が
西
島
秀
俊
を
主
演
に
全
編
日
本
ロ
ケ
で
撮
っ

た
「
ま
さ
に
日
本
映
画
」
と
も
言
え
る
『
Ｃ
Ｕ
Ｔ
』
な
ど
が
あ
る
。

混
成
ア
ジ
ア
映
画
と
し
て
の
日
本
映
画

日
本
に
お
い
て
の
映
画
の
公
開
状
況
に
目
を
向
け
て
み
れ
ば
、
一

番
の
特
徴
は
洋
画
が
弱
く
邦
画
が
強
く
な
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
二

〇
〇
五
年
に
つ
い
に
公
開
本
数
・
配
給
収
入
と
も
に
邦
画
が
洋
画
を

追
い
越
し
た
。
人
々
、
特
に
若
者
が
内
向
き
に
な
っ
て
い
る
の
は
世

界
的
な
傾
向
で
あ
る
と
い
う
し
、
も
ち
ろ
ん
不
況
が
影
響
し
て
も
い

る
だ
ろ
う
。
日
本
社
会
全
体
が
右
傾
化
し
て
い
る
と
言
わ
れ
、
尖
閣

諸
島
に
端
を
発
す
る
中
国
と
の
軋
轢
は
、
そ
の
年
（
二
〇
一
二
年
）

の
東
京
国
際
映
画
祭
の
出
品
拒
否
、
上
映
ボ
イ
コ
ッ
ト
告
知
な
ど
映

画
界
に
も
影
響
を
与
え
た
。
韓
国
と
の
竹
島
を
め
ぐ
る
問
題
や
慰
安

婦
問
題
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
も
決
し
て
解
決
し
た
と
は
言
え

ず
、
何
が
真
実
な
の
か
の
歴
史
の
検
証
や
さ
ま
ざ
ま
な
見
解
が
新
聞

を
、
煽
情
的
な
記
事
が
週
刊
誌
を
賑
わ
し
た
の
も
記
憶
に
新
し
い
。

が
、
あ
え
て
ト
ラ
ン
に
倣
っ
て
「
国
な
ど
な
い
。
人
間
が
い
る
だ
け

だ
」
と
う
そ
ぶ
き
、
キ
ア
ロ
ス
タ
ミ
に
倣
っ
て
「
真
実
な
ど
な
い
。

そ
れ
ぞ
れ
当
事
者
に
と
っ
て
の
真
実
が
あ
る
だ
け
だ
」
と
う
そ
ぶ
く

時
が
来
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
国
境
を
軽
や
か
に
超
え
る
巨
匠

た
ち
が
笑
っ
て
い
る
よ
う
だ
。


